


















































































川上川 嘉瀬川 三瀬村字詰ノ瀬 1 三　瀬 A 25．7 花崩岩
七瀬川 大分川 野津原町大字廻栖野 2 今　市 B 83．1
右岸；古生層，花嵩岩
左岸：溶結凝灰岩
緑　　川 緑　　川 砥用町大字大井早 3 浜 C 337．O 右岸；溶結凝灰岩左岸：中生層
一ツ瀬川 一ツ瀬川 西米良村大字村所 4 村　所 D 213．0 中生層
広渡川 広渡川 北郷町字坂元 5 北河内 E 119．0 第3紀層


















































































































































































































































































































年 1958 1959 1960 1961 1962 1963 1964 7ケ年
河川名 平均雨量
大　鳥　川
2735 3200 2225 3018 2830 2545 3440 2856
（2279） （2667） （1854） （2515） （2358） （2121） （2867） （2380）
緑　　　　川
2365 2670 2246 2508 3148 3259 2810 2715
（1971） （2225） （1872） （2090） （2623） （2716） （2342） （2263）
七　瀬　川
2370 2600 2036 3244 2815 3545 2699 2758
（1693） （1857） （1454） （2317） （2011） （2532） （1928） （1970）
川　　上　　川
2583 2720 2294 2623 2640 3711 2378 2707
（2583） （2720） （2294） （2623） （2640） （3711） （2378） （2707）
一ツ瀬川
2746 3887 2700 3834 3901 3334 3598 3429
（2288） （3239） （2250） （3195） （3251） （2778） （2998） （2857）
広　渡　川
2964 4306 3200 5092 3708 3558 4038 3838


































































































































































































































































































































































大鳥川 1緑川1七瀬川 川上川1 一ツ瀬川1広渡川
年　雨　量　　（mm） 2，735 2，670 2，600 2，720 2，746 2，964
総浸透高（1）（mm） 2，109 1，871 1，580 1，817 1，781 1，902
総流出高（五）（mm） 140 307 524 443 518 629








大鳥川 1緑川1七瀬川 川上川1 一ソ瀬川1 広渡川
総浸透高（1）（mm） 2，109 1，903 1，793 1，813 1，799 1，768
総流出高（亙）（mm） 140 357 476 455 477 501


















半　減　期 1．7 1．4　　　　　1．3 1．3 1．1　　　　0．78
において，浸透度の値は，大鳥川，緑川，七瀬川の順に小さくなっている．すなわち，流域
にしめる火山灰の面積の割合が，大きい程，浸透度が大きい．非火山灰地帯河川の浸透度は，
広渡川のO．75から川上川のO．80までの値をとっている．この値は，火山灰地帯河川の大鳥
川や緑川に比べて，小さい．しかし，七瀬川の値と同じかそれより大きい値をとっている．
七瀬川は，流域にしめる火山灰地帯の面積の割合が小さく，流域平均の浸透高が小さくなる
ためと推定される．
　次に，仮想雨量を，タンクモデルの1段目に入れ，浸透度を計算した結果が表5である．
浸透度の値は，大鳥川流域の目雨量を仮想雨量とした場合と広渡川流域の目雨量を仮想雨量
とした場合とでは，目雨量の特性が異なるので，差異が出ている．しかし，各河川流域白体
の雨量による各河川流域の浸透度の大きさの順と変わらない．
　すなわち，火山灰地帯河川では，大鳥川，緑川，七瀬川の順であり，非火山灰地帯では，
川上川，一ツ瀬川，広渡川の順である．
　なお，表6は，タンクモデノレの1段目について，タンク内の貯留高が十分高いと仮定した
場合の半減期を示したものである．最大の半減期の値は大鳥川で1．7目であり，最小は，広
渡川の0．78目である．半減期の値も，浸透度の値と同じく，浸透性の高い表層を持つ流域が
大きい値を示している．このことは，表層の浸透性が大きい流域ほど降雨は直接流出として
短期間で河遣に入いるより，地中へ浸透して半減期の大きい流出成分となって，河道を流下
する量が大きくなることを示している．
8．ま　と　め
　本研究では火山灰地帯の流出特性を調べるために，九州地方の諾河川について既往資料に
基づく目流量の実態解析と仮想雨量による目流量の解析を実行して，その結果を総合帥こ判
断して結論を得ている．以下，順に結論を述べる．
　火山灰地帯が明確に，その流出特性を発揮するためには少なくとも流域面積のうち60％
以上が火山灰地帯で占められていなければならない．七瀬川は，流域面積の約40％が溶結
凝灰岩で被覆され，他の60％は古生層，花闇岩地帯となっている．この河川の渇水流量は，
1．5mm／目で非火山灰地帯河川の一ツ瀬川，広渡川と同値である．また，既往資料に基づく
累加曲線の10mm／目の値をみてもO．67であり，大鳥川のO．96，緑川の0．84に比べ，一
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ツ瀬川のO．63，広渡川のO．52に近い傾向を示している．
　意外だったのは，川上川の流況である．この流域は，全域風化花闇岩地帯であるが，その
流況は約60％の火山灰地帯をもつ緑川とほぽ同じである．風化花南岩地帯の河川が水文的
特徴において火山灰河川とほぼ同じ特性をもつことは，当初予想しなかったことである．
　仮想雨量による流出特性の検定では，大鳥川の年雨量2，735mm（1958年）と広渡川の年
雨量2，964mm（1958年）を用いたが，各河川の累加曲線における10mmノ目の値が，年雨
量の増加にともない一様に減じるという面白い結果を得ている．すなわち，流域内に火山灰
地帯94％をもつ大鳥川では2％，その他の5河川では6～8％減じている．このことから，
降雨量の多少の変化にもかかわらず安定した火山灰地帯河川としての保水機能，水調節機能
が期待できるのは，全流域が火山灰地帯の場合のみと言える．
　なお，この結論は，浸透度の計算結果からも裏付けられている．
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